









表現で表す。①日本的叙情的なもの、②中国の陰陽思想的なもの、③自然と人の「生」の無常観を詠ったもの、④山林修行者的アニミズム的なもの、そして⑤禅定の中で自然と一体となったもの、 などである。またそ まま彼の 「法身」観へ直入する背景ともなっている。
その中でも特に、④山林修行者的アニミズム的なにおい































































































































































目を引く、そしてそれが仏教的ではないとまで断言されている。それに関連して「北伝仏教において仏教的沈潜はたいてい身勝手な魔術の役目における単なる伝達へ」と落ち込み、日本の曹洞宗に関 は、 「日本の禅仏教において瞑想は『非思惟』へと、沈潜はむき出しで思惟及び情感を欠いた集中と化し、これにおいて禅僧は完全なる内的安静へと到達する」と信じられて ると、明らかに彼自身の言う〈沈潜〉から 逸脱 ているよう 示されている。
ここでハイラーが述べている〈沈潜〉とは仏教において







締めくくることにする。キリスト教と仏教との差異が「人格神の有無」であることは古くから指摘されているが、ハイラーがここで心理学的洞察を示していることが注目に値する。 〈 秘主義的祈り〉の目指している〈最高善〉が感動させ、熱狂させる、祈るものに ってありありと現前しているのに対して、沈潜
（瞑想）
するものにとって〈最高










含経」において経典が読誦されている箇所を見ると、初期仏教経典の読誦は、釈尊の教えを理解するための基礎的な修行や、仏教を信仰するという表白などを意味している。一方、大乗 が されている箇所 見ると、大乗経典の読誦は、基礎的な修行や信仰の表白などの他に、経典を読誦する行為自体に意味があるとし、経典読誦の功徳や利益を強調している。
それでは、初期仏教から大乗仏教が興起する際、大乗仏教
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りがあることは間違いないだろう。 か こ 制作過程は本経から『供養法』と単純に規定す ことはできない。
まず本経チベット訳はその章品の記述順における漢訳と















































法を検討した。そこからみえ きたものは、一口に霊供作法といっても一法流に相伝されるものだけをみても数種類の系統が存在することがわ った。また、それら うち明
恵が介在しないものもあることがわかった。そして、明恵相伝と位置づけられているものにも濃淡があり、その関連性を結論付けることは困難で った。
本発表では明恵相伝の霊供作法については資料の制約




















































































































































































































































































































































































禁戒として用いられている。これらのことから根本堕罪は師から灌頂を終えた弟子へ授与するものであった可能性が高いと考えられる。また著者たちの活躍年代 ら現行の形になったのは十世紀後半か 十一世紀初頭頃であったと推測できるが、根本堕罪の部分的な記述は『金剛頂経』の中にも見出せるこ を具体的に示し 。今後、根本堕罪 部分的な記述がどこまで遡って確認できるのかを調査していく必要がある。なお根本堕罪は文献によって言 回しが大幅に異なっているため、各文献を比較し 結果として共通性の高い各堕罪の概要と説示順序を一覧表 して示すことで聴講者の理解を図った
講座の後半では、まず第一根本堕罪「阿闍梨を敬わない







そして第二堕罪以降も共通性の高い語をキーワードとして抽出し、文献を区分していった結果を一覧表にして示した。この表からは、同じ人物によって書かれた別の文献、さらには同一文献の中でも使用される語が異なっているケ スがある とを確認できる。また、堕罪の説示される順序は密教において重要な内容の のから順に説示されて と考えられていたが、一部 では説示される順序 相違や項目の脱落が見られた。
以上により、各堕罪の説示される順序や表現の相違は、




































みた。ヨーロッパ随一の仏教学者「フランス東洋学」は二〇世紀に入って「面目を一新し非常な進展を見た」と、中国 ポー ・ドミェヴィルは記している。その牽引役をつとめたのは、中国学を専門とするエドワール・シャヴァンヌ、仏教学のシ ヴァン・レヴィとルイ・ド・ラ ヴァレ・プーサンである。そして、彼らの選りすぐりの弟子たち、ポール・ペリオ、アンリ
マスペロ、マルセル・グラネなどが先人の成果を継承し、フランス仏教学に一段の発展をもたらした。ラモットが登場したのは、こうしたフランス仏教学の「黄金期」であったが、彼はその伝統を受け継ぎ、二〇世紀半ばには、 「ヨーロッパで仏教学に関する最も優れた専門家」と高く評価される存在となった。ラモットの業績─学界無比の注釈的労作
稀代の仏教学者であり、個人的な師匠でもあったプーサ

























結果、 「 『大智度論』の大きな功績 、アビダルマの教育的方法を借りて、大乗を示した点にある」と述べているが、アビダルマで代表される大乗以前の仏教と大乗仏教への変容を見通したところに、ラモットの大きな功績がある。こうしたラモットの功績を将来にわたって継承していくにはどうしたらよいだろう。フランス語の確かな読 力を持つ研究者は極めて限られている。ラモットの学術的遺産がその生命を保つた には、 「英語訳 モット著作集」 実現を願わずにいられない。
最後に、ジュゼッペ・トゥッチの言葉を借りるならば、



























なった演説 「簡易科の小学校ハ実に今日尽力すべきものダ」 、また、世界各国の教育統計をみると、 「日本の統計ハ最下点に位置して居る」などの発言が残され いる。貧困層の子弟を学校教育に取り込むことで、就 率の増加が目指された であり、その方策の一つとして、授業料のかからない小学簡易科制度が導入されたと思われる。
本来税金で支えられることが前提の制度であるが、東京





院と、麻布笄町長谷寺を借用した簡易科小学校教員速成伝習所である。全国から多くの入学者がいたことは記録により明らかではあるものの、帰郷後簡易科小学校設立申請の不許可や、東京府の証明状が認められないなどの事態が生じていた事実が明らかとなっている。この背景には、 「授業料不徴収に耐える財政 ゆとり なかった」地域が少なくなかったことも、大きく影響していたと思われる。
仏教界が俗人教育参入方針の見直しを決定したのは、小





































において、フートのチベット語からの誤訳によるものであるとされている。そして、正しくはジグメ・リグパイ・ドルジェである、としている。現在でも、これが定説となっている。テルビシ訳 ウルジー訳共に、ジグメ・リグパイ・ドルジェを著者とし モンゴル語版から見ても、著者はジグメ・リグパイ・ドルジェ ように読める。ジグメ・リグパイ・ドルジェなる人物は、モンゴルで 、ツェンベル・グーシの名で有名である。
内容は、大きく分けると、政治史と仏教史の二つに分か
れる。政治史の部分につ ては、 『モンゴル佛教史』自身の記事によって『蒙古源流』等のモンゴルの年代記を参考にして書いたとある。仏教史の部分の参考資料につ ては、チベットの学者の説に従ってまとめた、とあるだけで、具体的な文献名は挙がっていない。
本文献には、モンゴル語アリガリ文字や仏教用語を巡る










うところの内モンゴルがほとんど 本資料 出版終了後の計画としては、まず、二年前に内モンゴルの寺院調査で発見した新写本の研究を行う。続け 、 国ブリヤート、カルムイクも合わせて、モンゴル全体の仏教史を構築していき い 考えている。
